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Ⅴ．特記事項 

 

1．在宅ケア研究所附属「訪問看護リハビリステーション」 

 在宅ケアの研究拠点化を目標に掲げ、その達成に向けて在宅ケアの実践・教育・研究

の基盤となるフィールドとして「在宅ケア研究所附属訪問看護リハビリステーション」を

令和 2（2020）年 4 月に開設した。訪問看護リハビリステーションでは専任の常勤看護師

を採用し、医療保険および介護保険による訪問看護を提供している。地域の居宅介護支援

事業所や診療所、医療機関の地域連携室等とのつながりを構築しながら利用者数を増やし、

在宅療養者への実践を積み重ね、地域包括ケアシステムに貢献している。 

教育的実践としては、令和 3年 9 月より看護学科の学生の臨地実習を受け入れ、訪問看

護利用者への同行訪問やカンファレンスを通して在宅ケアに必要な知識・技術・態度につ

いて指導している。また、訪問看護師の不足が全国的に問題となっている中で、積極的に

訪問看護未経験者を採用し実践教育を行なっている。令和 4年（2022）年 4月には新卒者

を採用し訪問看護師育成に着手している。このように、学生、新卒者、既卒者に対する教

育をそれぞれの教育プログラムにそって包括的に実施することによって、地域の在宅ケア

に資する人材育成に寄与している。 

訪問看護リハビリステーションを基盤とする研究活動では、在宅ケア研究所と連携しな

がら地域の課題解決を目指したプロジェクトに取り組んでいる。令和 3（2021）年度には

青森県内における訪問看護師育成についての実態調査を行った。今後、研究結果から地域

の現状を把握した上で教育環境を整備し、地域における訪問看護師育成の拠点を目指すこ

ととしている。他に、高齢者施設における看取り、在宅における排泄ケア、地域住民のケ

アニーズに関する研究にも取り組んでおり、これらを地域のケア実践者や住民との繋がり

を深める機会とし、研究と教育、実践を連動させることによって、大学が附置する訪問看

護事業所としての役割を果たしている。 

研究拠点となるべき附置機関が最初に構想されたのは、平成 27（2015）年に策定した「大

学の未来像について検討する会」の答申であった。同年の大学機関別認証評価報告書では、

「大学の中長期展望に関する意見を具申するために組織された「大学の未来像について検

討する会」からの答申を参考に、中長期ビジョンを策定するなど「教育理念」の実現に向

け継続的に努力している。」と講評された。今後も長期計画の柱として成長を続けたい。 


